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的確なアドバイスを行う組合員

桐生織物記念館で展示されたバッグ23点

胸骨圧迫を体験

　

赤
帽
群
馬
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組

合
（
赤
間
美
代
子
理
事
長
、
組
合
員

１
３
０
人
）
で
は
、
８
月
27
日
に
前
橋

利
根
分
署
、
９
月
３
日
に
太
田
市
東
部

消
防
署
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
救
命

救
急
講
習
会
」
を
開
催
し
た
。

　

本
講
習
会
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
命
が
助
か
る
確
率
が
低
く
な
る
た
め
、

救
命
処
置
の
知
識
の
重
要
性
を
捉
え
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

講
習
会
で
は
ま
ず
、
救
命
処
置
の
必

要
性
や
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
の
ビ
デ

オ
を
鑑
賞
。そ
の
後
、マ
ネ
キ
ン
を
使
っ

て
「
胸
骨
圧
迫
」、「
人
工
呼
吸
」、「
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
」等
を
体
験
し
た
。
最
後
に
、

本
講
習
会
を
以
前
に
受
講
し
、
実
際
に

救
命
措
置
を
行
っ
た
経
験
を
持
つ
組
合

員
が
自
身
の
体
験
談
を
参
加
者
に
伝
え

締
め
く
く
っ
た
。

群
馬
県
建
築
士
事
務
所
協
会
が
、
高
崎

市
、
安
中
市
、
前
橋
市
の
県
内
の
３
会

場
で
、「
耐
震
説
明
会
・
相
談
会
」
を
開

催
す
る
の
に
併
せ
、
同
組
合
は
前
橋
会

場
に
お
い
て
、施
工
業
者
の
立
場
か
ら
、

耐
震
補
強
方
法
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

　

様
々
な
施
工
方
法
が
あ
る
中
、
相
談

者
の
家
族
構
成
や
将
来
設
計
を
踏
ま
え

て
、
費
用
や
工
期
、
耐
震
改
修
費
に
対

す
る
補
助
金
制
度
の
活
用
な
ど
、
親
身

に
な
っ
て
具
体
的
な
耐
震
改
修
の
助
言

を
し
た
。

　

改
修
技
術
の
進
歩
で
、
住
み
な
が
ら

の
工
事
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
特
に

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化
に
よ
る
補
強

の
必
要
性
が
高
い
た
め
、
ま
ず
は
、
市

町
村
に
よ
る
無
料
の
耐
震
診
断
の
受
診

が
お
勧
め
と
い
う
。

救
命
救
急
講
習
会

赤
帽
群
馬
県
軽
自
動
車
運
送（
協
）

耐
震
相
談
会
開
催

（
協
）群
馬
県
木
造
住
宅
研
究
会

「
海
外
の
販
路
開
拓
」を
目
指

し
て
商
品
開
発

桐
生
織
物（
協
）
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桐
生
織
物
協
同
組
合
（
牛
膓
章
理
事

長
、
組
合
員
１
１
４
人
）
で
は
、
桐
生

織
物（
工
）主
体
の
国
の
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」に
協
力
し
、

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
向
け
、
組
合

員
が
連
携
し
バ
ッ
グ
を
創
作
し
た
。
創

作
し
た
バ
ッ
グ
は
商
品
化
を
目
指
し
、

海
外
や
国
内
の
各
種
展
示
会
に
も
出
展

し
て
い
る
。

　

今
後
は
バ
ッ
グ
以
外
の
創
作
も
視
野

に
入
れ
る
な
ど
、「
新
た
な
も
づ
く
り
」

へ
の
挑
戦
を
計
画
し
て
い
る
。

　

協
同
組
合
群
馬
県
木
造
住
宅
研
究
会

（
川
合
進
理
事
長
、組
合
員
７
人
）で
は
、

９
月
１
日
・
２
日
の
両
日
、
前
橋
市
・

前
橋
市
総
合
福
祉
会
館
に
て
、
木
造
住

宅
の
「
耐
震
相
談
会
」
を
開
催
し
た
。

大
規
模
な
地
震
に
備
え
て
住
宅
の
耐
震

化
が
急
務
で
あ
る
中
、
一
般
社
団
法
人
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左より松本氏、渡辺氏、中嶋氏、前田氏

210人が参加した研修会場

様々な事例演習を行った研修

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
組
合
・
組
合
員
の
活
動
内
容

等
の
情
報
交
換
等
を
行
う
と
と
も
に
、

復
興
見
舞
金
を
手
渡
し
、
両
県
の
組
合

関
係
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
交
流
会
と

な
っ
た
。

を
対
象
と
し
た
「
人
の
扱
い
方
」
講
習
会

を
開
催
し
た
。講
師
は
、株
式
会
社
オ
フ
ィ

ス
・
ア
ド
バ
ン
の
長
澤
博
司
氏
。

　

長
澤
氏
は
、
仕
事
は
個
人
差
・
バ
ラ

ツ
キ
が
生
じ
る
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
、
人
と
人

の
関
係
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
説
明
。
そ
の
上
で
、
人
と
人
の

関
係
か
ら
問
題
が
発
生
し
た
際
の
有
効

な
手
法
と
し
て
「
４
段
階
法
」を
紹
介
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
最
初
の
段
階
で
事
実
を

し
っ
か
り
掴
み
、
早
合
点
す
る
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
だ
と
強
調
し
た
。

　

参
加
者
は
、
職
場
内
で
発
生
し
て
い

る
様
々
な
問
題
を
提
示
。
事
実
確
認
を

行
う
た
め
の
質
問
の
仕
方
や
問
題
の
解

決
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
一

般
的
な
事
例
と
し
て
「
女
子
監
督
者
の

問
題
」「
古
参
者
の
問
題
」「
安
全
ル
ー

ル
に
従
わ
な
い
職
員
」
に
つ
い
て
の
対

処
方
法
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

宮
城
県
と
の
交
流
会

群
馬
県
塗
装
看
板（
協
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・セ
ミ
ナ
ー

ぐ
ん
ま
み
ら
い（
信
）

「
人
の
扱
い
方
」講
習
会
開
催

桐
生
中
小
企
業
福
祉
事
業（
協
）

　

群
馬
県
塗
装
看
板
協
同
組
合
（
中
嶋

薫
理
事
長
、
98
人
）
で
は
、
９
月
14
日
、

中
嶋
理
事
長
と
前
田
圭
一
専
務
理
事
の

２
人
が
、
宮
城
県
仙
台
市
・
宮
城
県
行

政
庁
舎
に
お
い
て
、
宮
城
県
塗
装
業
組

合
連
合
会
と
の
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
宮
城
県
の
副
会
長
で
あ
る
松

本
尚
己
氏
と
渡
辺
幸
一
氏
よ
り
、
震
災

か
ら
５
年
経
っ
た
県
内
の
状
況
等
の
説

明
を
受
け
た
。
両
氏
は
、
既
に
仙
台
市

内
は
震
災
前
と
変
わ
ら
な
い
復
興
状
況

で
あ
る
が
、
石
巻
・
南
三
陸
等
は
ま
だ

50
％
に
も
達
し
て
い
な
い
地
域
も
あ
る

　

大
谷
氏
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
礎
に
は
、「
き
（
季
節
）・
ど
（
道

楽
）・
に
（
ニ
ュ
ー
ス
）・
た
（
旅
）・
ち

（
知
人
）・
か
（
家
族
）・
け
（
健
康
）・

し
（
仕
事
）・
衣
食
住
」
が
あ
る
と
解

説
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
、
相
手
と
の
共
通

点
を
見
つ
け
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

話
を
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
た
。

　

講
習
会
で
は
、
大
谷
氏
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
を
説
明
し
、
隣
席

の
人
と
実
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
練
習
を
行
っ
た
。

　

桐
生
中
小
企
業
福
祉
事
業
協
同
組
合

（
日
野
昇
理
事
長
、
組
合
員
２
０
３
人
）

で
は
、
９
月
24
日
・
10
月
１
日
の
両
日
、

桐
生
市
・
同
組
合
内
に
て
、
現
場
監
督
者

　

ぐ
ん
ま
み
ら
い
信
用
組
合
（
榊
博
理

事
長
、
組
合
員
８
６
，
０
８
７
人
）
で

は
、
９
月
15
日
、
高
崎
市
・
ニ
ュ
ー
サ

ン
ピ
ア
高
崎
に
お
い
て
、
有
限
会
社
志

縁
塾
代
表
取
締
役
・
大
谷
由
里
子
氏
を

講
師
に
「
職
場
の
風
通
し
を
良
く
す
る

〜
笑
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
。
２
１
０
人
が
参
加
し
、

明
る
い
職
場
環
境
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
学
ん
だ
。


